
ペットボトルのゆくえ

▼液体はきれいなプラも汚します

使
い
切
っ
て
き
れ
い
に
！

▼大量の注射針

▲はさみなどの危険物

危
険
物
は
入
れ
な
い
で
！

　

プ
ラ
ご
み
は
工
場
の
リ
サ
イ
ク

ル
工
程
に
お
い
て
手
作
業
で
不
適

物
を
取
り
除
い
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
刃
物
な
ど
の
危
険
物
が
混

ざ
っ
て
い
る
と
作
業
を
し
て
い
る

人
が
け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
注
射
針
は
作
業
の
際
に

刺
さ
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

危
険
で
す
。
注
射
針
は
、
プ
ラ
ご

み
の
回
収
に
は
出
さ
ず
に
、
医
療

機
関
に
返
す
な
ど
の
適
切
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
他
に
も
充
電
池
や
ガ
ス
の
ス
プ

レ
ー
缶
も
混
入
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
も
の
は
、
パ
ッ
カ
ー
車
や

分
別
の
ラ
イ
ン
で
火
災
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
混
入

さ
せ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

▲手選別作業は大変です

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
工
場
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

長
谷
山
）
で
は
、
写
真
の
よ
う
に

汚
れ
て
い
る
プ
ラ
ご
み
や
中
身
が

残
っ
た
ま
ま
の
プ
ラ

ご
み
が
見
ら
れ
ま

す
。
中
身
が
残
っ
た

ま
ま
だ
と
液
体
は
写

真
の
よ
う
に
作
業
ラ

イ
ン
を
汚
し
て
し
ま

い
、
き
れ
い
な
も
の

に
も
影
響
が
出
て
し

ま
い
ま
す
。

　「
使
い
切
っ
て
き

れ
い
に
排
出
」
へ
の

ご
協
力
を
、
ま
た
汚

れ
た
も
の
は
可
燃
ご

み
へ
の
排
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
一
度
使
用
し
た

だ
け
で
捨
て
て
し

ま
う
の
で
は
な
く

リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
で
環
境
に
対

す
る
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
で
、
限
り

あ
る
資
源
を
守
っ

て
い
け
る
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
プ
ラ
ご
み
も
、
元
は
限
ら
れ
た

資
源
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　これまで当組合のペットボトルは、入札により決定
した業者に独自に引き渡してリサイクルを進めてき
ました。しかし、社会情勢の影響を受けにくいより
安定した処理を行うために、平成28年度からは、引
き渡し先を公益財団法人日本容器包装リサイクル協
会（容リ協）に変更しています。

ペットボトルのゆくえ　
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山
で
は
、

人
の
手
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
混

ざ
っ
て
い
る
不
適
物
を
取
り
除

い
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

以
外
の
ボ
ト
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
が

つ
い
た
ま
ま
の
ボ
ト
ル
の
混
入

が
無
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
つ

な
ど
の
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と

が
、
最
も
環
境
に
や
さ
し
く
大

切
な
こ
と
で
す
。

プラごみの汚れ・危険物

5月号
2016年（平成28年）5月3日／毎月第1火曜日発行

（191号）

分
別
・
出
し
方
の
お
願
い

キャップ ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　
　
　
の
出
し
方

※
キ
ャ
ッ
プ
は
お
住
ま
い
の

市
町
の
出
し
方
で
、
出
し

て
く
だ
さ
い
。

キャップを
必ずはずす

必ず中身を
出す

軽く水洗い
をする

何
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の

　
組
合
か
ら
容
リ
協
へ
引

き
渡
さ
れ
て
選
別
の
工
程

を
経
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
破
砕
・
洗
浄
さ
れ
て
フ

レ
ー
ク
状
に
な
り
ま
す
。

　
フ
レ
ー
ク
は
さ
ま
ざ
ま

な
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
原
料

と
し
て
、出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
原
油

か
ら
で
き
て
い
る
の
で
、

衣
服
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

た
り
、
卵
の
パ
ッ
ク
な
ど

に
も
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲フレークは繊維の材料になります

　収集されたプラスチック製容器包装ごみ（プ

ラごみ）の中を見てみると、汚れたものや刃

物、火災の原因になるようなものがたくさん

混ざっています。これらは手で選別する時の

けがやリサイクルの妨げになってしまいます

ので、排出の際に今一度確認をお願いします。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

正
し
い
排
出
に
ご
協
力
を
！

プラごみの汚れ・危険物

困っています
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議会報告

　
皆
さ
ん
か
ら
の
エ
コ
な

　
　

ア
イ
デ
ア
募
集
中

立
行
政
法
人
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る
に
つ
い
て

○
城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ

い
て

○
城
南
衛
生
管
理
組
合
専
任
副

管
理
者
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制

定
す
る
に
つ
い
て

○
城
南
衛
生
管
理
組
合
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
す
る

に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

浄
化
槽
管
理
者
（
所
有
者

等
）
は
、
設
置
後
の
水
質

検
査
・
保
守
点
検
・
定
期

検
査
・
清
掃
が
、
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

◆
設
置
後
の
水
質
検
査

　

浄
化
槽
の
設
置
工
事
が
適
切

に
行
わ
れ
、
そ
の
機
能
が
発
揮

し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る

た
め
、
使
用
開
始
後
3
〜
8
カ

月
の
間
に
1
回
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
㈳
京
都
府
浄
化
槽
協
会

☎
０
７
５
（
７
５
１
）
９
０
６
５

◆
保
守
点
検

の
た
め
、
登
録
業
者
に
よ
り
毎
年

３
回
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
業
者
は
京
都
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆
定
期
検
査

　

浄
化
槽
の
機
能
が
適
正
に
発
揮

し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た

め
、毎
年
１
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
㈳
京
都
保
健
衛
生
協
会

☎
０
７
５
（
６
８
１
）
１
７
２
７

◆
清
掃

　

浄
化
槽
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
を
年

１
回
以
上
抜
き
取
り
、
設
備
の
洗

浄
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当

組
合
が
許
可
し
た
浄
化
槽
清
掃
許

事業者名 電話番号
㈲池田清掃 0774-38-2731

㈱木下商事 075-602-8131

㈱城南開発興業 075-981-0500

㈲城陽環境開発 0774-53-9364

㈲堂坂ジェット
クリーナー工業

0774-20-1575

㈲古川商事 0774-22-0429

問
業
務
課

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
５
１
７
１

　
　

浄
化
槽
の
点
検
・
修
理
な
ど

問
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
事
業
者

○
平
成
27
年
度
城
南
衛
生
管
理

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

○
平
成
28
年
度
城
南
衛
生
管
理

組
合
一
般
会
計
予
算

○
城
南
衛
生
管
理
組
合
行
政
不

服
審
査
法
施
行
条
例
を
制
定
す

る
に
つ
い
て

○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独

情報公開制度
の実施状況

透明性の高い環境行政を推進

　

当
組
合
で
は
、
環
境
問
題
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
「
知
る
権
利
」
を
保

障
す
る
と
と
も
に
、
透
明
性
の

高
い
安
心
・
安
全
な
環
境
行
政

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
13
年

か
ら
情
報
公
開
制
度
を
運
用
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
情
報
公
開

条
例
に
基
づ
く
開
示
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
開
か
れ
た
組
織
運
営

を
目
指
し
、
引
き
続
き
情
報
公

開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
提
供
を
進
め
ま
す

　

行
政
の
透
明
性
を
高
め
る
た

め
、
当
組
合
の
行
っ
て
い
る
入

札
や
見
積
合
せ
の
経
過
と
結

果
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
や
財
政
状
況
、
新
折
居
清
掃

工
場
の
建
設
工
事
の
状
況
、
議

会
の
議
事
録
等
に
つ
い
て
も
随

時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

今
後
も
積
極
的
な
情
報
公
開
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
エ
コ
な

　
　

ア
イ
デ
ア
募
集
中

　
　

組
合
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
エ
コ
な
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
暮
ら
し
で
役
立
つ
、
ま

た
は
地
球
や
サ
イ
フ
に
や
さ
し
い

ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
選
ば
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

▼
応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
（
ペ

ン
ネ
ー
ム
）・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

宇
治
市
・
城
陽
市
・
八

幡
市
・
久
御
山
町
・
宇
治
田
原
町
・

井
手
町
に
お
住
ま
い
の
方

▼
あ
て
先

（
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
）　

〒
６
１
４
‐
８
５
１
１

八
幡
市
八
幡
沢
１
番
地

　

城
南
衛
生
管
理
組
合

　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

info@
jyonaneikan.jp

　

ラ
ス
を
使
っ
て
風
鈴
の
絵
付
け

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
作

品
は
当
日
の
持
ち
帰
り
が
可
能

で
す
。

　

申
し
込
み
は
学
校
単
位
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
学
校

宛
に
送
付
の
実
施
要
項
を
確
認

の
上
、
７
月
８
日
（
金
）
ま
で

に
郵
送
ま
た
は
F
A
X
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
郵
送
の

場
合
は
必
着
）。

問
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山

☎
0
7
7
4
（
５
６
）
5
５
5
６

　

エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山
で
は
、

管
内
小
学
校
の
４
年
生
以
上
を
対

象
に
、
P
T
C
授
業
（
保
護
者
・

先
生
・
子
ど
も
で
参
加
す
る
授
業
）

の
受
け
入
れ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
授
業
で
は
、
エ
コ
を
進

め
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
作
品
作
り
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
ガ

小
学
校
P
T
C
授
業
の

出
張
教
室
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

　
作
品
例

可
業
者
に
依
頼
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　当組合の議会は、構成市町選出

の議会議員22人を定数とし、毎年

2月、10月に定例会、必要に応じ

て臨時会を開催しています。平成

28年2月定例会の提出議案は次の

とおりで、全て可決されました。

★ガラス教室「ステンドの時計」
＊約17cm四方
時間：10時～15時
参加料：1,000円　
定員：5人

エコ・ポート長谷山で開催

引き取り

申し込み・問い合わせ先　エコ・ポート長谷山 ☎ 0774（56）5556
工房・教室・引き取りのお申し込みは、5月6日（金）８時30分から電話で先着順にて受付

●着物・衣服の訪問引き取り 
●自転車の訪問引き取り 

（休館日：水・木曜日）

2016年（平成28年）5月

5月15日（日）

5月28日（土）

ガラス 衣服 自転車

7日（土）
8日（日）

○ ○ ○

13日（金） ○ ○ ―

14日（土） ○ 教室 ○

15日（日） 教室 ○ ○

21日（土）
22日（日）

○ ○ ○

28日（土） ○ 教室 ○

29日（日） 教室 ○ ○

6月4日（土）

5日（日）
○ ○ ○

5月27日（金）

申し込み締め切りは5月17日（火） ＊再利用できるものに限ります
＊直接持ち込んでいただくこともできます。自転車を持ち込まれ
る際は、本人確認できるもの（免許証等）をお持ちください。

5月14日（土）

★衣服教室
「干支のつりタペストリー」
タテ型3つ（卯・辰・巳）を作成
＊縦約5cm、横約6cm（台（黒地部分）
は縦約80cm、横約15cm）
時間：10時～15時
参加料：500円（台は別売り500円）
定員：10人

★ ガラス教室「フォトボード」砂吹き
＊縦約16cm、横約22cm
時間：10時～15時
参加料：500円
定員：5人

5月29日（日）

5月27日（金）

★ 衣服教室「さきおりのストール」
＊長さ約120cm、幅約23cm
時間：10時～15時
参加料：1,000円
定員：5人
＊写真の見本と異なる
場合があります

5月16日（月）・23日（月）

★着物リフォーム教室（着物から鞄へ）
時間：13時～16時
参加料：300円
定員：各日10人
＊着物地は各自で
ご用意ください

（先着20人）

○＝工房開催日

▲今回作成分
　3つ

◀完成作品例

＊作品例

※10時～15時で開催する教室には昼食をご用意ください。
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